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思いの切実さ, 激烈さは s`he'という仮面を用いることによって冷やされ,鎮められる｡ そし
て鎮められるがゆえにその訴えは一層心に響 くものとなる｡ その上, 自己を s`he'という第三者
として扱 うことは娘から女-と経過 してゆく女性の様相の幾つかをスナップショットのように呈示
しているこの詩にふさわしい｡ この詩に登場する s`he'ひとりひとりにこめられた リッチの熱情
一憤漕,焦燥,奮起,傾倒-は きわめて切実なものであり, その噴出が s`he'という仮面のため







されているのであるが,そして ｢変革｣を論 じ その実現をねがう場合,それは当然詩のスタイル
にも及ぶものではあるけれども,この小論においては詩型の問題にはほとんど触れず,第6詩集中
の詩4篇を取 り上げ,彼女の新たなる旅立ちについて考察することを主眼としたい｡
冒頭の詩 N`ovember1968"において, 夏が去 り冬-と向か う折しも,今旅立たんとする ｢あ
なた｣-の ｢私｣の感慨が吐露されている｡ リッチの詩における旅立ちは苦境の中で始まることが
多い｡ "SnapshotsofaDaughter-in-Law"の最終部, "NecessitiesofLife","Orion"など























冒頭の S`tripped'が ｢あなた｣の苦境を暗示する｡しかし,今 ｢あなた｣は解き放たれて上昇











する ｢あなた｣は視界から消え, ｢私｣は ｢あなた｣の旅の結末を見届けられず, その見通しさえ
つけることができない｡期待と不安が漂 うままにこの詩は終る｡この詩の ｢あなた｣は ｢私｣の投
影物と考えられないであろうか｡ 仮りに ｢私｣と ｢あなた｣は もっと遠い間柄にあるとしても,
｢あなた｣は ｢私｣の憧れの対象であり,｢私｣の願望が ｢あなた｣に託されていると考えられよう｡






















































リッチにとって,星座オリオンは ｢活力｣ t`heactiveprinciple'であり ｢力強い想像力の源｣
t`heenergeticimagination'であったが, それは ｢異母兄｣ h`alLbrother'とも称された｡ この
ことは自己実現のモデルとしての女性像をリッチがまだ持つには至っていなかったことを示してい











































































































をさすのであろう｡ リッチは彼女の任務の窮極の目的を ｢肉体の解放｣と ｢精神の再構築｣にある
として,この詩を終えている｡その目的のために,人間の脈打つ思いをイメージに変える仕事をす
















またこの詩はコク トー (JeanCocteau,1889-1963)の作品 Orphee(1950)の中の場面やイメ


































w`oman'という語が7回繰り返される｡ そのすべてが ｢私｣という ｢女｣を不屈な,狩猛とさ
えみえる存在として描き出している｡世間が m`onster'と呼ぶとしても不思議はない｡ ｢女｣のまなこ
力は湧き起こる｡激情に燃え立つ女は洞徹の眼で暴虐を見抜く女でもある｡ ここにも l`ucidity'まなこ























ing'は ｢別れこそが嘆きを妨げる｣という意味であろう｡ 表題をもじりはしたが, リッチはダン
の影響を受けてこの詩を書いている｡ダソの詩は形式の整った4行 9達から成る｡一方,第6詩集
























第1行の s`wirling'には ｢私｣の欲求のたぎりが感じられる｡ それは ｢あなた｣の ｢凍りつい
た唇｣と対照をなしている｡第1連一最初の4行をそう呼ぶことにする一においては詩人としての
自己表現が容易でない, その苦しみが述べられる｡文法,主題,記号法 などの従来の表現手段は
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